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マタイによる福音書における＊

マカリズム（幸いの宣言）

原口 尚彰

1． 問題の所在

新約聖書中のマカリズム（幸いの宣言）は，文頭にIL(IKcipLog/

"K(ipLoL という言葉を置き，その後に幸いとされる根拠またはその状

態の描写が続く文学形式であり，へプライ語の､和Nを"K[ipLo9/

"KdpLOL と訳した七十人訳の用語法に倣ったものである!。幸いの宣

言は，福音書や使徒言行録等の物語文学にも （マタ5: 3-12; 11 : 6;

13: 16; 16: 17; 24 : 46;ルカl : 45; 6: 2023; 7 : 23; 10: 23;

11 : 27, 28; 12: 37, 38; 14: 14, 15; 23: 29; ヨハ13: 17; 20: 29;

使20§ 35)，書簡文学にも（ロマ4z 7,8; 14: 22; Iコリ7: 40;ヤゴ

l : 12, 25; Iペト3: 14; 4: 14),黙示文学にも見られる （黙l : 3;

14: 13; 16: 15; 19: 9; 20: 6; 22: 7, 14)2｡

従来の研究は山上の説教中と平野の説教に出て来るマカリズム（幸

、本論考は，平成20年度科学研究費補助金基盤研究(C)による研究の一部であ

る。

‘旧約･ユダヤ教における幸いの宣言の詳しい分析については,原1．尚彰｢4Q185/

4Q525における幸いの宜言」 「教会と神学」第42号(20()6年) 4168頁を参照。
幽使26: 2; Iテモ1 : 11 ; 6: 15チテト2: 13にも形容詞IMEK[ipL"は使用きれ
ているが，幸いの宣言という文学形式を採っていない。
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いの宣言）の分析に集中しており， マタイ福音書に出て来る幸いの宣

言の全体像を解明してはいない3。また，個々の幸いの宣言が物語的文

脈の中で果たす機能についての詳しい分析も存在しない｡本研究は,マ

タイによる福音書に登場する幸いの宣言を個々に釈義的に分析した後

に， その神学的・文学的機能の全体像を明らかにする。特に，幸いの

宣言が置かれた物語的文脈の中で果たす意味付けと機能に光を当て

ワ勺 ・

2． 物語的文脈におけるマカリズム（幸いの宣言）

共観福音書について言えば，マカリズム（幸いの宣言）はマルコに

よる福音書には一度も出てこないが，マタイによる福音書とルカによ

る福音書には度々使用されている （マタ5: 3-12; 1l : 6; 13: 16;

16: 17; 24: 46;ルカl : 45 ; 6: 20, 21, 22 ; 7: 23; 10: 23; l1 :

27, 28; 12: 37,38, 43; 14: 14, 15; 23: 29)。マタイによる福音書と

ルカによる福音書に収録されているQ黄料には， この文学形式を好ん

で用いる傾向がある(Q6: 20,21,22; 7: 23; 10: 23; 12: 43)4．Q資

3 J.Dup()nt,L"B"/"Jｲ山Ps (3voIs;Paris:Gabalda, 195873) ;H.Frank-

mnlle, ‘‘DieMakarismen,''BZl5 （1971） 5455i s,SChulz，QZ〕ん.”7“A“ゼノル

{/(ﾌrE""gE/jS/"(ZliriCh:TheologischerVerlag, 1972) 7684 ;RGueliCh,

! &TheMattheanBeatitiudes: !EntranceRequirements'DrEschatuI(]gicalBless-

ings?"'' .IBL95(1976) 415-4341G.Strecker,D/cB(』ﾉtgj7"ﾉ鞍． 鰯〃“(澤雄ど〃”

ArO"""E"〃γ(Gijttingen:Vandenhoeck&RllpreCht, 1984) 2849; IBrcer,Dic

艶/妙(癖""g"""BWgr>rw/jg/ (KOnigstein/Bonn:Hanstein, 1986) ; Sato,Q

""II Prfゆﾙ(]"E (WUN'l、 2/29;Tubingen:Mohr, 1988) 247-26411.

KIoppenb()r9,7ｿIER)"""わ〃qrQ(Philadelphia:FortreSs, 1988) 172 173;U.

Luz,""Ezﾉ“gE/加加〃“ル〃""内""s (4Bde. ;2AuH. ;NeukirChenVluyn;

NeukirChenerVerlag, 20()2) 1. 267294.

‘詳しくは，原口尚彰｢Q黄料における幸いの宣言」 「新約学研究｣第36号(20()8
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マタイによる福音密におけるマカリズム（幸いの宣言） 3

料に含まれている伝承群には大まかな主題的まとまりはあるが，文書

全体に明確なストーリーラインは認められず，マカリズムも物語的文

脈に置かれているとは言えない。しかし，マタイによる福音書とルカ

による福音書は,Q資料やそれぞれの特殊資料に含まれていた個々の

幸いの宣言を，新たな物語的文脈に置くことによって文学的効果と新

たな意味付けを創り出している。

ルカによる福音書の物語的文脈においては， イエスがマカリズムを

告げるのに加えて（ルカ6: 20, 21,22; 7: 23; 10: 23; 11 : 28; 12:

37, 38, 43; 14: 14; 23: 29),他の登場人物がマリアや（ルカl : 45;

11 : 27)イエスに（ルカl : 45)対する讃辞として，マカリズムを語る

ことがある5。これに対して，マタイによる福音書においてマカリズム

を告げるのはイエスに限られる （マタ5: 312; l1 : 6; 13: 16; 16:

17； 24： 46)。しかも，洗礼者の使者に対して, K(IL IA[IK[XPLOgfOTLIJOE

紬しuhOKql/6aALO9群v"o((そして,幸いである,私に蹟かない者は｡）

と述べられる例外的事例を除いて(11 : 6), マカリズムが直接に向け

られる相手は専らイエスの弟子たちである (5: 3-12; 13: 16; 16:

17； 24： 46)。従って，マタイによる福音書におけるマカリズムは，教

育的対話の中で示されたイエスによる弟子たちに対する啓示の言葉と

いう性格が強い。

イエスがマカリズムを語るのは，発言の冒頭においてであることも

(マタ5: 3-12; 16: 17; 24: 46),発言の結びの部分においてである

年) 5 16頁を参照。

師原口尚彰「ルカによる福音書におけるマカリズム：幸いの宣言と物語的文脈」

｢教会と神学」第46号(2()08年) 1 35頁を参照。
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こともある（マタ11 : 6; 13: 16)。山上の説教冒頭においてマカリズ

ムが9回重ねられて多重構造をとっている点は（マタ5: 3-12; さら

に，ルカ6： 20-23を参照)，中間時代のユダヤ教文書におけるマカリ

ズム（スラ･エノ42: 614; 52: 1-15; 4Q185; 4Q525)に並行してい

る。幸いとされる根拠を示す文節は，来るべき神の国において与えら

れる終末的報い(マタ5： 3－12リ さらに，ルカ6： 20-23を参照)を語っ

ており，旧約聖書の知恵文学が述べるような現世的幸福("3: 13; 8:

32-34; 14: 21 ; 16: 20; 20: 7; 28: 14; 29: 18; 31 : 28他を参照）

を語るのではない。 こうした特色は中間時代のユダヤ教文書における

一部のマカリズム（エチ・エノ58： 2； 81 ： 4； 82： 4；スラ・エノ42：

6 14; 52: 1-15;モーセ昇10: 8を参照）にも見られる6．

マカリズム （幸いの宣言）の修辞的機能について言えば，特定の状

態や態度を幸いと宣言することは，基本的には一定の徳を称賛するこ

とを通して共同体の価値観を確認する演示的機能を果たしている （ア

リストテレスl.弁論術」 1358b;キケロ『発想論」 1.5.7; 1.弁論家につ

いて」1.6.22; 1.31.141 ；偽キケロ「ヘレンニウスに与える修辞学書」1．

2．2； クウィンティリアヌス「弁論家の教育」3,4.1-16)。 しかし，特定

の状態または態度を称賛することは，聴衆がそうした状態に達するこ

とや態度をとること勧める助言的機能を結果として黙示的に持つので

あるから，演示的機能は助言的機能を排除しない7.場合によっては,マ

カリズムの助言的機能が強化されることもある。

6原LI尚彰｢4Q185/:1Q525における幸いの宜言」「教会と神学』第42号(2006年）

5255頁を参照。

7K.Berger,段"?罐“(ﾌﾉ"r/r/fJJ(Js IV(7"(w7む$"""'"/s (Heidelberg:Quelle&

Mever｣984) 188194は，幸いの宣言を「助言的類型」に分類している。

－6(）



マタイによる福音弾におけるマカリズム（幸いの宣言）
【
ひ

3． マタ5： 3－12におけるマカリズム（幸いの宣言）

MuK[ipLoLoi TTT(JXoiて(pTT!ﾉﾓ6ILcIてL'

6TL (M6ﾗの'ﾉ馳寺Llﾉh6aoL入E[cKT(D1'oijpcM'ﾉ①1， ~

IL(IKdPLOLOi TTfl'9001'T",

6でlⅨ6roi而艇paKAneioo!’てⅨL

で

il[MKCLPLOLOL TTpaELg,

t′ 牛 1 ~今 ノ I

0TLaUTOLKAT1POlﾉoﾄLnooucllJT11IJYnLﾉ．

ﾄLCIKdPLOLOiTEL1ﾉの"て"KcM1611⑯l’T"てfl'' 6LK[MLo061'111',

6TLOL6TOiXOpt"e巾･''寺ⅨL

l'uKiipLoLoiaf'1'o''",

6言L (M6tOi畝fneioo!ﾉﾗαし

卜,αKcipLoLoLK""polTiKfMp6i#,

“α6で0iで61,ef61ﾉ抑OL,TⅨL・
P f l j

uaK(MpLOLOLELpnlﾉO7TOLOL，

6TL"6miUiOi9<OCKA'19T100''"L
P f 炉 F J rF F

J

lLaKIIPLOLOLOEOL(A)YILそりOL ELﾉﾓKﾓ1ノOLKaLO(]Ulﾉn9,

6TLm)T(D1'foTL1ﾉ fl6"LAEiαて(DIj0t)"Pの'′、

ﾉ ｯ

ﾄlaK(IPLCLECTE

rﾀ ﾌ FJ f 穴 1 F J戸 h lj l

OTa1ノ01ﾉﾓLOLO⑩OLし叩IIgKCILOLQくい⑪LlノKaL そLTTUULLノ TTa1ノ TTOIJT1p[叩

KEMe' ijﾄL①1' {山EU66ILf1ﾉoLl¥1ﾉﾓKflﾉ印oD.

XuipftEKuidcYuAALddeE,

6TL6ILLO96gblL(DI, TTO入b5と〃ToIEo(jpcEIﾉoIgoijm)EYipf6k,)：α'ノ

toijg叩c""stobgTTpbi)u⑯'ﾉ~
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6

幸いである，霊において貧しい者たち，

天国は彼らのものである。

幸いである，悲しむ者たち，

彼らは慰められるであろう。

幸いである，柔和な者たち，

彼らは地を嗣ぐであろう。

幸いである，義に飢え渇く者たち，

彼らは満たされるであろう。

幸いである，憐れみ深い者たち，

彼らは憐れみを受けるであろう。

幸いである，心の清い者たち，

彼らは神を見るであろう。

幸いである，平和を創り出す者たち，

彼らは神を見るであろう。

幸いである，義のために迫害されている者たち，

天国は彼らのものである。

幸いである，あなた方は，

私のために，人々があなた方を憎むとき，

また，あなた方を追放し，人々があなた方を叱責し，迫害し，悪

罵するとき。

喜び，躍り上がりなさい，

天におけるあなた方の報いは多いからである。同じように．彼ら

はあなた方より前の預言者たちに対して行ったからである。

－62



マタイによる福音書におけるマカリズム（幸いの宣言）
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マタ5: 3-12はルカ6: 2023に並行しており，資料的にはQ資料

に由来する (Q6: 2023)。 この幸いの宣言はイエスの山上の説教（マ

タ5： 37： 27)の導入部を構成しており，演説の基調を提示している。

イエスは説教の聞き手である弟子たちに対して(5: 1 2),幸いを荘重

に告知し,引き続いて語られる数々の勧めの言葉の基盤を与えており，

幸いの宣言は弟子性と結び付いている芯。マタイの理解によれば，幸い

の中に歩む者に対して，義を実践する道としてイエスが示したのが六

つの反対命題である (5: 17-20; 5: 21-261 5: 273() ; 5: 31-32; 5:

33-37； 5： 38-42； 5： 4348)。物語全体を眺めると， 23章で律法学者

やファリサイ派に対して，偽善者として災いの宣言がなされ，山上の

説教において語られたイエスの弟子たちに対するマカリズム（幸いの

宣言）と対置されている9･ この福音書の読者も弟子たちと同様に，マ

カリズムを自分たちに語られた言葉として受け止め，律法学者やファ

リサイ派の道に従うのではなく， 「狭い門から入り」 (7: 13),山上の

説教に示された道に歩むように勧められている。

マタ5: 312では，九重のマカリズムが山上の説教の冒頭に出て来

ている。このマカリズムでは，幸いと宣言される人々は複数であり，冠

:3Diを伴って名詞的に使用された分詞によって表現されている（マタ

5： 312)。文体は三人称複数形で書かれており，二人称複数形を用い

る平野の説教のマカリズム（ルカ6： 20-23）とは文体上の違いがある。

sガリラヤの群衆は，山上の説教の第2次的聴衆として登場する （7： 2829)。

uW. Zimmerli , "DieSeligpreisungenderBergpredigtllnddasAIteTesta-

ment,'' inDD"""zGE""/九･j""(FS.D~Daube; ed.EBammelet・al. ;Oxford:

ClarendOn! 1978) 15; R、H-Gundry,""/"花乱' : flCD"7"1~加雌八' 0Jz IMsHhwd-

6(〕りん巾?'α〃ixE(JC/""℃ル〃"鯉γFE""歴"0脚（GrandRapids：Eerdmans, Zl994）

69もこの点に注目する。

－63
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山上の説教中のそれぞれのマカリズムは,その後に6℃Lに導かれ,幸い

である理由を示す副詞節を伴っている。但し，第9のマカリズムは，二

人称複数形の動詞が使用されている上に条件節を伴っているので，最

初の8つのマカリズムとは文体上かなりの相違がある。

修辞的な効果の点から言うと，三人称を用いる場合は，一般原則を

宣言することになり， より客観的な発言となるし，二人称を用いる場

合は対話的な性格が強まり，聴衆への直接の語りかけの性格が強くな

る10･山上の説教における幸いの宣言は三人称によって書かれている

のであり，説教の冒頭で一般的な原則を宣言する綱領的意義を有して

いる。

第1宣言と第8宣言において，幸いと宣言する理由を与える後半部

に，天国の付与という終末的概念が提示されている （マタ5: 3, 10)｡

山上の説教中の他のマカリズムの後半部には，動詞の未来形が使用さ

れており （5＄ 4， 5， 6， 7， 8， 9)，終末時における運命の逆転（5： 4， 6，

7）や究極的な幸いとされる救いの状態（5： 5， 8， 9）が幸いの根拠と

されている。 この事情は，山上の説教中のマカリズムが，知恵文学的

な性格ばかりでなく，黙示文学的な性格も併せ持っていることを示し

ている｣'。しかし，聴衆は将来に約束されている運命の故に，地上で生

活している今既に幸いであると宣言されており，死後の世界における

I('H-D-Betz,Tﾙﾋ"SE"""1"I rﾙCj伽r"〃(Minneapolis; Fortress, 1995) 93-

94 ;D-Hel]hclm, ''BeatitudesandtheirlllocutiDnaryFunctiDIIs,''AJz[､花"r f"zJ

〃p“ﾉwPEJsp""【JfJsO""zEBj6/E""dCH"配彫(ed.A.YarboCollins:Atlanta:

Scho1arsPress, 1998) 284334

'｣ W、 D~Davies/D~AllisDn, 1.434､ 439; B・Witheringtonlll,118-ll9;G,

Eichholz,AzIsﾉ電妙噌J〃注｝騨旋2‘壇r (6.Aua. ;Nellkirchen-Vlllyn:Nellkir-

ChenerVerlag, 1984) 27;G. Strecker" ""B9'"'"". Ej'z"fgE/jiS(ﾖﾙ”

K("ﾉ""fw"･ (Gijttingen:Vandenhoeck&Ruprecht, 1984) 32~

－64



マタイによる福音書におけるマカリズム（幸いの宣言） 9

幸いを語っているのではない'2。この点では,死者の幸いを宣言する黙

示文学のマカリズムとは決定的に異なっている （エチ・エノ58： 2；

81 ： 4；スラ・エノ42： 6； 58： 2； 82： 4；黙14: 13; 19: 9; 20: 6)｡

Q原本段階で幸いの宣言が三人称複数形で書かれていたのか，二人

称複数形で書かれていたのかという問題がある。私はQ原本段階にお

いて初めの3つの幸いの宣言(Q6: 20-21)は三人称で書かれ, 4番

目の幸いの宣言(Q6: 2223)は二人称で書かれていたと推定する13･

それをQマタイ(Q資料のマタイ版)がそのまま保存したのであった。

Qマタイには，幸いの宣言を拡張する傾向が見られる。QマタイはQ

原本が伝える4つの幸いの宣言に加えて，「柔和な者」(マタ5： 5)，「憐

れみ深い者j (5: 7), 「心の清い者」 (5: 8), 「平和を作り出す者｣(5:

9)が幸いであると宣言している'4．追加されたこれら4つのマカリズ

ムは，幸いとされる者の生きる姿勢を問題にしており，倫理的性格が

強くなっている15o

Qマタイにおけるマカリズムの特色は，七十人訳の言語の影響が強

く，全体として旧約聖書の思想世界に近付いていることである。Qマ

タイは泣く者の幸いを告げるQ原本の三番目のマカリズムを(Q6:

21b),悲しむ者の幸いに変えた上で,二番目に置いている（マタ5: 4)｡

12Eichho]z,28;Tannehill,ll5;原口「黙示録」 55頁を参照。

13Davies/A]]ison, 1.434

'4Davies/AllisDn, 1.454 i StreckeI･, 31､

15 J.Gnilka,D"J1蝿"〃跡fs“j噌f"""Ⅱ (2Bdei llThKl/1-2;Freiburg:Her

der, 198688) lll7) 130;K.一W､Niebuhr, #&DieSel igpreisungen inderBerg-

PredigtnaChMatthauSundimBriefdesJakcbus," inﾉW"/"m加醗〃た内EEr鱈〔臨〔？

i"zαα/qg (FS.UlrichLuzi hrsg~v.FLampe,M.MayordomOundM~Sato;

NeukirchenVluyn:NeukirChenerVerlag, 2008) 278280; StreCker, 31 ;LIIz,

l.276;Luck56も同様。

65－



10

Qマタイが強調する「悲しむ者(oLTEI'600し暉")」の慰めという主題は，

イザ61 : 2LXXが語る， 「悲しむ者すべてを慰める(Tfu"Kα雄U[MLTObg

wEIJ9ot)''T")」預言者の務めに一致する（イザ61 : 3LXXも参照)。 こ

れは,貧しい者の幸いを語る第1のマカリズムに(マタ5: 3),イザ61 :

lLXXの成就を見出していることと呼応する。貧しい者に対する福音

を語る務めが（イザ61 : 3LXX)イエスにあって成就しているという

認識は，既にQ原本にあるが(Q7: 23;マタ11 : 6),Qマタイではこ

の見解がより強化された形で出て来ており，霊において貧しい者（5：

3）が悲しむ者（5： 4）に等置され，神の国における慰めが約束される

のである。

Qマタイが付加した柔和な者を幸いとする第3の宣言は（マタ5：

5),使用されている用語の点から見て,｢柔和な者は地を嗣ぐであろう」

と告げる詩37: 11LXXを下敷きにしたマカリズムであることは明

かである。憐れみ深い者が憐れみを受けることを告げる第4の幸いの

宣言は（マタ5： 7)，貧しい者を憐れむ者が憐れみを受けると語る筬

14: 21の主題を幸いの宣言の形式に仕立て上げたものであろう。マタ

5： 7後半部は， 「彼らは憐れみを受けるであろう。」となっており，受

動態動詞の動作主が明示されていないが，動作主として神が想定され

ていると考えるべきであろう。

心の渭い者の幸いを告げ，神を見ることを約束する第6のマカリズ

ムは（マタ5§ 8)，詩24: 4LXXを想起させる。詩24: 4は祭儀的背

景の下に成立しており，主の山に登って来た巡礼たちに対して，神殿

の門番が，神殿に参上して祭壇の前に立つことの出来る者の資格要件

を問い（詩24： 3)，巡礼たちがそれに応えるという構造をとっている
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(24 ： 4-6)。主の山に登り，聖所に立つ者は， 「手が潔白であり，心が

清い者」でなければならないのである（詩24： 4)。Qマタイの第6の

幸いの宣言は，神を見ることを約束している。神を見るという表象は，

新約聖許においては終末時に与えられる賜物と考えられており (I EJ

リ 13: 12を参照),Qマタイは詩24が前提にする祭儀的表象を終末的

展望の中に世き換えたのであった。

平和を創り出す者の幸いを告げる第7のマカリズムの主題は，筬

1() x IOLXXにヒントを得たものであろう。筬10: 10LXXには， 「平

和を創り出す背たち(oifipnL'oTToLO( )」という名詞句はないが， はっ

きりと諌める者が「平和を創り出す(EipnﾘOTTOLE1)」という動詞句が用

いられている。 「平和を創り出す者たち(Oifip'1''OTTOLO()」が神の子ら

と呼ばれることを約束する後半部は， イスラエルの民が「生ける神の

子ら」 と呼ばれることを約束するホセヤの預言を思い起こさせる （ホ

セ2: 1 ; ロマ9: 26を参照) 16.以上,Qマタイが付加した4つのマカ

リズムにおいて旧約的な主題の色彩が濃厚であるため，一連のマカリ

ズムの全体が旧約聖書の預言の成就という性格を帯びている。

他方，マタイによる福音書は義の概念を強調し，第5のマカリズム

では，単に「飢える者」の幸いを宣言する(Q6: 21)のではなく， 「義

に飢え渇く者」の幸いを宣言している（マタ5： 6)。 この義の概念は，

｢義のために迫害されている者｣の幸いを告げる第8のマカリズムに再

度登場し， マカリズム相互の主題的関連性を強めている。さらに， こ

の福音杏記者は, Q資料より継承した第9のマカリズムを直後に配し

'f'M.JG()()dwin, #' II{)seaandtheSon()ftheLivingGod' inMatthewl6

16h#'CBQ67 (2(1(15) 265283を参照。
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ており（マタ5寺 11-12)，イエスへの信実と宣教活動故に迫害される者

に対して天上の報いと幸いを宣言している。

「飢える」ことは社会的・経済的領域の事柄であるが， 「義に飢え渇

く」のは精神的・宗教的領域の事柄である。同様に，第1のマカリズ

ムにおいて,Q原本では「貧しい者」の幸いが宣言されているのに対

して(Q6: 20),マタイは「霊において」という句を付加して，神の前

に謙遜な心の在り方を幸いと宣言している(マタ5： 3)。ここでも社会

的・経済的領域の事柄が，精神的・宗教的領域へと移されているので

ある'7。

4． マタ11： 6におけるマカリズム（幸いの宣言）

マタ11 : 6 (Q7: 23)におけるマカリズムは，獄中の洗礼者ヨハネ

が使者をイエスの下に遣わして， イエスがメシアであるかどうかを尋

ねるペリコペーに出て来る （マタ11 : 219;ルカ7: 1835)。物語の

前半は（マタ11 ： 2-6)， ヨハネの使者とイエスとの対話であり，後半

は(11 : 7-19), ヨハネについてイエスが群衆に語る2つの講話である

(11 ： 7－15； 11 ： 1619)。 このマカリズムは(11 ： 6)，物語の前半部を

締め括る言葉として出て来る。物語の前半部については，マタ11 : 2

6とルカ7: 18-23はほぼ一致しているが，後半の結びの部分について

はかなりの相異がある （マタ11 ： 7－19とルカ7： 24-35を比較せよ)。

'7DavieS/AIliSon1442444を参照。この傾向を,Strecker,34,38;Luck,56は，

｢精神化(Spiritualisierung;Vergeistigung)」 と呼び, LUz, 1.290は「倫理化
(Ethisierung)」 と呼ぶ。
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ﾏｶﾘｽﾑの文言はﾏﾀｲ版もﾙｶ版も7 Kα叩ⅨK[iPL69"TLl'6e敵し

W10K"6Ⅸ入し00箙し印oi (そして，幸いである，私に顕かない者は）で

一致している。この言葉は， 「あなたは来るべき方ですか？それとも私

たちは他の方を待つのですか？」というヨハネの使者の言葉(マタ1l :

3）に答えるイエスの言葉(11 : 46)の結びとなっている。イエスは

自らのメシア性について命題をもって直接に答えることをせず，病人

を癒し，悪霊を追放し，福音を語る自らの活勤を(11 : 5), イザヤ害

の引用（イザ29: 18; 35: 5-6; 26: 19; 61 : 1)によって， メシアの

しるしとして提示した後に， 「そして，幸いである，私に蹟かない者は」

と告げるのである (11 : 6)。言葉の結びとして用いられた幸いの宣言

は，言葉を聞く者がその真意を理解し受容すると幸いに到ることを約

束しており，言葉を受け入れるように勧める機能を持つ。同様な文学

的効果は，黙示録の冒頭に置かれた幸いの宣言にも認められる（黙1：

3)18･イエスはここで洗礼者の使者たちに，イエスのメシア性の証人と

なるよう促しているのである』9。

「そして，幸いである，私に蹟かない者は」という否定の仮定を可能

性として含む言い方は(13: 57; 26: 31,33を参照), 自らのメシア性

を主張するイエスの言葉を拒否する者に警告を与えると同時に， イエ

スをメシアとして受け入れる者に幸いを約束する両義的機能を果たし

ている20。この語録はイエスのメシア性についての,教会と洗礼者教団

の間に存在する論争を前提としており，史的イエスよりも初代教会に

1矧原口尚彰「黙示録における幸いの宣言」 「新約学研究」第35号(2007年)51)52

頁を参照。

'9Gnilka" 1.4()7.

20Gnilka- 1,409.
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遡る伝承であると推定される。マタイはQが伝えるこの幸いの宣言の

文言を忠実に再現している。マタイの文脈において， この宣言は直接

には洗礼者ヨハネの使者に向けられているが， それは同時に言葉を傍

聴しているイエスの弟子たちにもこの福音書の読者にも向けられてい

る21。

5． マタ13： 16におけるマカIﾉズム（幸いの宣言）

マタ13: 16 (Q10: 23)における幸いの宣言は，哺え話のアレゴリ

カルな解釈の根拠付けの中に出て来る(マタ13: 1017)。幸いの宣言

を含む語録は,マタ13: 16-17とルカ10: 2324に保存されており，マ

タイ版の本文はより長大である｡幸いの宣言の語り手はイエスであり，

聞き手は弟子たちである。幸いの宣言の本文は, 6M(DIﾉ碇IJCLK[ipLOLOi

帥eUAIL016TL"TOUOLIJKUird‘TablL(DIJ6TLdKO6OUOLリ(幸いである,あ

なた方の目は見えており， あなた方の耳は聞こえている｡)であり，弟

子たちへの語り掛けとなっている22．マタイはQ資料の幸いの宣言の

本文を(Q10: 23),直前に引用されているイザ6: 9-10の本文に対応

して， 目が見るということと耳で聞くということを平行させ,"iriM

‘てα叩①リ6てLdKDIjDUOLvを付加している （マタ11 : 4-5も参照)。マタ

イはさらに,叩①〃 (あなた方の)という句を2箇所に付加し,＆脈旅産

を6Tl雌打o”L''に変えて文体を整えている。弟子たちの目や耳が幸い

とされる理由は，多くの預言者や王たちが見聞きしたいと願っても出

21 Luck, 136;Fiedler, 238;NDlland, 452.

"U.Luz# &'DielUngerimMatthiiusevangelium,''Z/VW62 (1971) 149を参照。
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来なかったことを彼らが見聞きしているからである （マタ13: 16

17)23。彼らの目撃者としての体験はより総合的になり， イエスの行い

を見るだけでなく， その教えの言葉を聞くことが大切となる。

Q資料はイエスの宣教活動を目撃することの幸いを，旧約の預言者

や王たちに優る特権としている(ルカ10： 2324を参照)。 この幸いの

宣言はQからマタイに継承される段階で，弟子性と天国の観念との結

び付きがより強調されることとなった。マタイによる福音書は,Q教

団の宣教者たちの幸い理解を継承しながらも一定の改変を加え， この

幸いの宣言を，哺え話しの意味を巡るイエスと弟子たちの間に交わさ

れた教育的対話の文脈に移し替えている。マタイによれば，哺え話し

の真の意味は部外者には隠されているが，弟子たちには天国の奥義と

して特別に開示される。哺え話しの隠された意味が開示される特別な

地位は幸いであり， それは物語を読むマタイ共同体の信徒たちに継承

されている。

6． マタイ16章17節におけるマカIﾉズム（幸いの宣言）

このマカリズム（幸いの宣言）は， フィリポ・カイサリアヘ向かう

途上でイエスが弟子たちと行った自らのメシア性についての対話の記

事の中に出て来ている（マタ16: 1320)。 この記事の後には，第1回

目の受難予告の記事と (16: 21-23), イエスが弟子たちに与えた十字

架を背負って従う勧めの記事が続いている （16： 2428)。

23救いを目蝦することについての幸いの宣言は，外典文苔の1Vエズ10: 57; 3

セ・アセ16: 14にも見られる。
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イエスが油注がれた者（キリスト）であることは，マタイによる福

音書の冒頭以来（マタl : 1,16, 17, 18; 2: 4; 1l: 2を参照),語り手

によって読者に対しては開示されている事実であるが，物語の多くの

登場人物たちには秘密に留まり，人々の間にはイエスが誰であるかと

いうことについて様々な見解が流布していた。 こうした状況を踏まえ

て， フィリポ・カイサリア途上でイエスは，弟子たちに自身のメシア

性に関する人々の見解について尋ねた後に，弟子たち自身の認識を問

うた(16: 13-15)。これに対して，ペトロが弟子たちを代表して， ob

EI6XPLcT696UibgTo08EoCTO[)軸して･g. (あなたは生ける神の子キリスト

です｡） と答えた（16： 16)。

マタイによる福音書の物語において，人々はイエスの言葉の権威に

驚くが（マタ7： 28-29)， イエスが油注がれた者（キリスト）であると

いう認識に到り， そのことを物語の登場人物が表明するのは， フイリ

ポ･カイサリア途上におけるキリスト告白が初めてである。しかも，イ

エスは弟子たちにこの認識を他の人々には告げるなと命じている(16:

20)。

イエスが神の子であるという事実は，既にイエスの受洗の場面で天

からの声によって示され（3： 17)，超自然的勢力であるサタンや（4：

3,6)，悪霊はその事実を知っている(8寺 29)。イエスの弟子たちは，イ

エスの海上歩行や嵐を鎮める力に直面してこの事実を知り， イエスを

神の子と呼んでいる(14： 33)。ペトロはこのことを踏まえて， イエス

を「生ける神の子キリスト」 と告白したのである (16: 17)。 「生ける

神の子」 という呼称を用いることはキリスト論的に孟要であり， イエ

スに神性を認めて告白することを意味している24･ イエスが神の子で

－72－
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あることと油注がれた者（キリスト）であるということは，物語の結

びの受難物語において大祭司の審問において公に問われ， イエス自身

が肯定することになる （26： 63-64)。 また， イエスの十字架刑の執行

の場面になって，百人隊長はイエスが「本当に神の子であった」 と告

白することになる （27： 54)。

従って，マタイによる福音書の物語の中間部の段階で， イエスが生

ける神の子であり，油注がれた者（キリスト）であるという認識を与

えられているのは物語の登場人物の中では弟子たちだけであり， それ

に対してｲｴｽは,MGKK[iPLogEI,2[IJ(AﾙBfupL(JJI'd# 6TLodPEKcddIIMzo6K

(iTEKdAU雌り｡OLdAA'6waT'1PILoU6tリTDIgo6"''Oi9. (幸いである， ヨ

ナの子シモンよ･血肉ではなく，天にいます私の父があなたに啓示し

たのだから｡）と語ったのであった(16： 17)。マタイ16章17節は，ペ

トロのキリスト告白に対するイエスの応答の言葉の冒頭に出て来る導

入句である (16: 17-19)。冒頭に用いられたマカリズムは，注意を喚

起し，発言の基調を与える効果を持つ(マタ5: 3 12; 16: 17; 24: 46

を参照)。

このマカリズムは，マタイによる福音書では例外的に二人称で害か

れ（他の例外は， 5： 11)，十二弟子の筆頭格であるペトロに向けられ

ている (16: 17a)。幸いであることの理由は， イエスが「生ける神の

子キリストである」という認識を「血肉」 （つまり，人間）でなく， 「天

z4RH.GUndry¥""〃ﾙαL' JACD""""rmrl! p" ノlisHIJ〃鮎“ルグヵraM鋲'(ゴ

Cﾉ""rﾉJ r"〔ﾉ”Pg芯g“"”（2nj ed. ；Gran〔I Rapids：Eerdmans， 1994） 330；

W.D.DaviesandD.C~AllisD'1 Jr. 7ﾙ程GOSpc/""ひ旅ｶ"屑rp釦か〃JI血"内“）

(ICCj 3voIs;Edinburgh:T&TClark, 1988 1997) 2.642; l.Nolland, TIJc

G0Spe/ (y~Ma"ﾉz鍬ﾉ :ACO""""J/αハ' 0"//zcG花鍛灸"(GrandRapids:Eerd"

mans, 2005) 665~
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にいます私の父」である神が特別に啓示したという事実にある （16：

17b)25． ここで用いられている動詞dTTOKaAljTT(mjは，パウロが自身の回

心の体験を回顧する記述の中で，神が御子を啓示したことに関して用

いており，神の特別な啓示を表す術語である(ガラl : 16)26･パウロは

神の御子の啓示によって回心し，異邦人にキリストの福音を語る使徒

としての召命を受け， 「血肉｣に相談することなく，宣教の旅に赴いて

いる(1 : 15 17)。他方， この動詞はQ資料でも福音に関する神の特別

な啓示を表す術語として用いられ(Q10: 21,22; 12: 2),マタイはそ

れを3箇所で引用している（マタ10: 26; 1l : 25,27)。つまり，神の

子についての認識は啓示によって弟子たちに与えられ，彼らがその認

識を保持していると，マタイによる福音書は理解している。マタイ共

同体とユダヤ教指導者たちとを分かつ決定的な相違は， イエスを「生

ける神の子キリストである」 という認識を受け入れるかどうかであっ

た。マタイ16章17節のマカリズムは， キリスト論的認識の正当性を

正統ユダヤ教に対して主張する意味がある。

マタイによる福音書の物語においてイエスはさらに言葉を続け， ｼ

ﾓﾝにペトロ (TTfrpOE) という名を付け, この岩(IT<TpcL)の_kに教会

を建て，天国の鍵を与えることを宣言する(16: 18-19)。ここでも，マ

カリズム（幸いの宣言）は，山上の説教におけると同様に(5: 3, 10を

参照)，弟子性と天国の観念とに強く結び付いている。マタイによる福

25 J.Gnilka,"""""〃""ざ”"gc"『"〃 (2Bde;HThKl/121Freiburg: Her.

der,1986-88)2.48;Luck, 185;P.Fiedler,Zﾙ?ざルル"ﾙ"妬""gc/""〃 (1,hKN'l､ l ;
Stuttgart;K()hlhammer, 2006) 287;B.Witheringl(]n lII,〃""/l"(' (Mac()n,

GA: Smyth&Helwys, 20(16) 311.

”勒詞dToKaA師ruの詳しい語学的分析は, LSJ201 i Baller-Aland, 184 ;A.
Oepke, 7ｿJII'NTIII 565-597;T.Holtz,EWIV7､ 1312317を参照。

74－



マタイによる福音書におけるマカリズム（幸いの寅言） 19

音書全体を見渡すと，ペトロとは対照的に， ファリサイ派や律法学者

らユダヤ教指導者たちは，天国への戸を閉ざす偽善者として災いの宣

言の対象となっている （マタ23: 13を参照)。

マタイ16章17節においてマカリズムはペトロに対して語られてい

るが，物語全体としては一人の人間であるペトロ個人を讃美すること

を注意深く避けている。イエスは直ぐ後の受難予告において， それを

替めるペトロに対して， 「わたしのもとから下がれ，サタンよ。あなた

はわたしの頚きである。あなたは神のことではなく，人間のことを思っ

ているのだから｡」と厳しい叱責の言葉を浴びせている（マタ16: 21-

23を参照)。また，ペトロは海上歩行の出来事において恐れたために信

仰の薄さを詰られ(14: 2831),最後の晩餐の席上においてイエスを

裏切らないと醤っていながら （26： 33-35)， イエスの逮捕・審問の場

面ではイエスを裏切ってイエスとの関係を否認したことを，福音書記

者は叙述している(26： 6975)27．マタイによる福音群によれば，ペト

ロに語られたマカリズムは，人間を賞賛することではなく， イエスの

メシア性の認識を啓示した神への讃美を目的としていると言える。

マタイ16章17節の文章は,MIIKdPLoC([,2ijLuI'B[MpLuﾙd, 6TLoip:

K世1 (IIIL(IO6K(iTTEK(i入U雌vooLdAA'6mtiplloU6(IJ tolgoijpc(i,ol9.

(幸いである， ヨナの子シモンよ･血肉ではなく，天にいます私たちの

父があなたに啓示したのだから｡）となっている。 このマカリズム（幸

いの宣言）は，二人称で書かれている点と, copula (繋辞）が置かれ

27Kahler, 42; 1･1.Kvalbein" #､TheAuthDrizati()n()fPeterinMatthewl6: 17

19:AI<econsiderationof theP()werandLo(Jse, ' ' in刀舵Fbﾉ"Jα"”/ "／〃"

戯"九↓C/"{'T/! (ed~ J.Adna;WUNT183;TUbingenM･hr､ 2005) 168も，マタ
イによる禍音沸がベトロの人間的な弱さを描いている点に注目している。
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ている点に特色がある。マカリズム（幸いの宣言）は，旧約聖書にお

いても(詩1 ： 1－2； 2： 12； 32： 1－2； 33： 12； 84： 56；イザ30: 18;

32§ 20； 56鳶 2；筬3z 13; 8: 32-34; 16: 20; 20: 7; 28: 14他多

数)，新約聖書においても（マタ5: 3-10; 11 : 6; 13: 16; 24: 46;ル

"1 : 45; 7: 23; 10: 23; 11: 27, 28; 12: 37, 38; 14: 14, 15; 23:

29； ヨハ13: 17; 20: 29;使20: 35;ロマ4 : 7, 8; 14: 22; Iコリ

7： 40；ヤコl : 12, 25; Iペト3: 14),三人称で書かれるのが一般的

であり,二人称で書かれるのは例外的である(申33： 29；詩128[127] :

2 ； コヘ10: 17 ;ルカ6: 20－23 ; ヨハ13: 17; Iペト3: 14; 4:

14)28。マタイによる福音書における二人称の幸いの宣言はマタ5： 11

にも見られるが， そこでは聞き手が弟子たちの集団であるので（マタ

5: 1 2を参照),二人称複数形が用いられている。二人称の中でも単数

形で害かれ特定個人に宛てられている幸いの宣言の例は，新約聖書で

はこの箇所とルカ14章14節以外には見当たらない。

マカリズム（幸いの宣言）は詩文であり, copula (繋辞）を省略す

るのが基本であるが，原則を崩してcopula(繋辞）を挿入する場合も

ある。copula (繋辞） を挿入すると文章全体が散文に近付いて来る効

果がある。そのような例は旧約聖書には大変少ないが(詩128 ［127] ：

2)，新約聖書においてはかなり多く見られる(マタ5: 11 ; 11 : 6; 16:

17；ルカ6: 22; 7: 23; 12: 38; 14: 14; ヨハ13: 17;使20: 35)｡

特に福音書におけるイエスと弟子たちとの教育的対話の中で用いられ

るマカリズムは, copula (繋辞）を伴う場合が多くある （マタ5: 11;

2職外典文書における二人称のマカリズムの例は, 1Vエズ10: 57j lllエノ4宮 9ウ
ヨセ・アセ16: 14;バル福l : 8;マリ福10の例がある。
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1l : 6; 16: 17;ルカ6: 22; 7: 23; 12: 38他を参照)。

尚，特別な啓示の受領者に対して与えられるマカリズムの例は，外

典文書にも見られ， それぞれの伝承を担った集団の秘教的な救済認識

を表している (IVエズ10: 57; ヨセ・アセ16: 14;バル福l : 8;マ

リ福16: 14)29． 1Vエズラ害はシリア語のバルク黙示録と同様に，後

66-70年において起こったユダヤ戦争の結果，エルサレムが陥落し廃

嘘に帰した衝撃に対する反応として書かれた黙示文書である。文書は

エズラが見た黙示的ヴィジョンと， その意味を解き明かす天使ウリエ

ルとエズラの対話からなっている。エズラが夢の内に見たエルサレム

の回復の幻に関して解釈天使ウリエルは,Tuenimbeatusesprae

multisetvocatusesapudAltissimumsicutetpauci. (あ鞍たは多く

の人よりもまさに幸いであり，いと高き方のもとに召されているが,こ

れは少数の人にしかないことである｡） と述べる30･ユダヤ戦争後，廃

嘘の中にあるシオンの都の回復は，終末の時に神によって実現される

出来事であり，現在は人々の目には隠されている。 この黙示はエズラ

だけに夢の幻を通して与えられ，エズラは目で見，耳で聞くことが許

されているので(IVエズ10: 56),彼は幸いと宣言されている。

ヨセフとアセナテは，エジプトのヘリオポリスの祭司ペンテプレス

の娘アセナテのユダヤ教への回心を主題とする古代小説である。 ヨセ

フとアセナテ16章7節（長本文では16-14節）において，天使は罪

を悔い改めてユダヤ教の神へ回心したアセナテに対して，永遠のいの

z9これらの外典箇所の詳しい分析については,CKiihler, G!Zur Foml und

TraditionsgeschichtevonMatt.xvi.17-19"'' IVTS23 (1977) 46-55を参照。
30ラテン語本文は,B的""S"ﾉ邸/r""1ん噌餓"〃""""z (3.verbessrteAull. ;

Stuttgart:DeuscheBibe]gesellschaft､1983)に依拠している。訳文は私訳である。

－77



22

ちを与えるとされる蜜を含むミツバチの巣を示して,MGLK(ipLoSE[

U6, 'AoEv鉛, 6TL (iTTEKa入帥enOOLTdfdTT6PPnT[I TOCeEOC, K(Ml"KdPLOL

OL叩0･Kfti'EIJOLKUpi(t)T(pe蝉としロ〔てa1JOiq6TL tKTOIJTOUTOCKT1piOU

"YoﾘTcLL(幸いである，あなたは，アセナテよ･神の秘儀があなたに啓

示されたからである。 また，幸いである，悔い改めて主なる神に結ば

れた者たちは。彼らはこのハチの巣から食べているのである） と語

る31･ このマカリズムは回心者が隠された救いの秘儀に与ることを捉

えて幸いと宣言している。ヨセフとアセナテはヘレニズム時代から帝

政ローマ期にかけてのエジプトで成立したと考えられ，異教徒がユダ

ヤ教に改宗することを救いの秘儀に与ることと捉えている点に特色が

ある。救いの秘儀に与った入信者に幸いを宣言するという主題は，ギ

リシア・ローマ世界の密儀宗教の祭儀に見られ，様々な文書に言及さ

れている （『デーメーテールへのホメロス風讃歌』 480-483; ピンダロ

ス『断片」 121 ;エウリピデス『バツコスの信女j72-77;アプレイオ

スI変身』11.16他)32．ヨセフとアセナテの幸いの宣言には，当時の密

儀宗教のマカリズムの影響を認めることが出来る33．マタイ16章17

節のマカリズムの文言は,言葉遣いの上でヨセフとアセナテ16章7節

に非常に似ており，隠された特別な知識が特別に啓示されたことを主

張している点も似ているが，福音書の物語的文脈の中において入信の

31ギリシア語本文は,M.PhilOnenkO,/r)s鋪ル"As"f/"(Leiden; Brill, 1968)

より引用。 日本語訳は私訳である。

32H.D,BetZ,EssfUIs (J〃〃肥SEJwI(J〃G〃〃zE"02"2i (Philadelphia:Fortress,

1985) 2628} idem~, 77IcS"？"0打0〃〃彫〃f""zI (MinneapDlis: Fortress, 1995)

97-1(10； I)． Dormever， ‘‘Beatitudes andMysteries,”AγzciE〃r”1J〃cdE"1

Jや｝妙Ec,"LIgs｡〃〃zEBi〃ごα"fJCIｲ"配だ(edA.YarboCollins;FSHD.Betz;

Atlanta: ScholarS, 1998) 35(1-357.

33H.D-Betz,Ess"'s, 28n.28; idem.,SE"兜｡〃, 100,
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祭儀という背景は退き，キリスト論的な認識が問題となっているとこ

ろに相違がある。

マリアによる福音書10章14-15節において,幻の中に現れた救い主

(イエス)がマグダラのマリアに対して， 「あなたは祝されたものだ。私

を見ていても，動じないから。 というのは叡知あるその場所に宝があ

るからである」と述べたことが，マリアの言葉によって報告される34。

マリアによる福音書はグノーシス派が生み出した外典福音書であり，

それらを形成したグノーシス派の救済理解を示している。マリアによ

る福音書において,弟子たちの中でペトロとマリアは競合関係にあり，

マリアだけに与えられた救い主の啓示の言葉の真実性をペトロは争う

(マリ福17: 16-18: 8)。イエスのマカリズムはペトロでなく，特別な

啓示を与えられたマリアの方に向けられている。 この福音書を生み出

したグループはマリアに仮託して，ペトロに象徴される正統教会では

なく， 自分たちのグループの方に特別な啓示が与えられていることを

主張している。正統教会に属するマタイ共同体は，ペトロに与えられ

た特別な啓示に対して主がマカリズムを宣言したとしているのに対し

て(マタ16: 17),グノーシス派はマグダラのマリアに主がマカリズム

を宣言したとしているのである。正統派の教会に属するグループと非

正統のグループは，マカリズム（幸いの宣言） という同一の文学形式

を正反対の自己理解を強化するために用いる現象を認めることが出来

る。

バルトロマイによる福音書は， イエスが天使たちの助けによって十

34 日本語訳は，小林稔訳「マリヤによる福音書」「ナグハマデイ文書II福音書｣岩

波書店, 1998年, 122頁より引用。
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字架の上から姿を消したとしている。 この外典福音書によれば， その

ことを目撃したバルトロマイに対して，特別な秘儀を目撃したとして

マカリズムが宣言されている（バル福1 : 8)35． ここでは，マカリズム

がこの福音書の背後にいるグループの特殊な仮現論的十字架理解を正

当化するために使用されている。

トマスによる福音書にもマカリズムは多数使用されているが（トマ

福語録7; 19; 49; 54; 68; 69; 79),イエスから弟子たち全体に対

して語る言葉の中に出て来ており，特定の弟子個人に向けられてはお

らず，マタイ16章17節の正確な並行例は提供していない。マカリズ

ム(幸いの宣言)は三人称で書かれている場合と（語録7； 69； 79)，二

人称で書かれている場合の両方がある(語録19; 49; 54; 68; 79)。 ト

マスによる福音書には共観福音書に並行伝承を持つマカリズム（語録

54とルカ6: 20;語録68とマタ5: 11 ;語録69とマタ5: 10;語録

79とルカ11 : 2728を比較せよ） と持た葱いマカリズム（語録7; 19;

49） とがあり，前者は初代教会の伝承段階において既にマカリズムの

形式を備えていたものであり，後者はトマス福音書の背後にあるグ

ループが作り出したものである。

尚，最近本文が公刊されたユダの福音書には，マカリズムは用いら

れていないが，正統教会のキリスト論を批判するグノーシス派の視点

が明確に出て来ており，興味深い36．この外典福音書によると，イエス

35W・ Schnemelcher (Hg.) ． jVkw/"""z('"〃jど/JE ｡4pc☆7"/I(w(2Bde; 6.AuH. ;

Tiibingen:Mohr, 1990) 1.427を参照。
3.コプト語写本（チャコス写本）のファクシミリ版と校訂本と英訳が，解読チー

ムにより2()07年に公刊されている。RKaSSer/GWurst,刀IEGp鋤EJQ/ノ"ffizs

rnge"肥γ""ル〃JELE""qfP"""Pﾉz"ゆ,""”α"‘αB"""A"Qg""βp"『
COぱ欧(WashingtoI]DC;NationalGeographic, 2007)を参照。

80－



マタイによる福音書におけるマカリズム（幸いの宣言） 25

の弟子たちがイエスが「神の子」であると述べたのに対して， イエス

は彼らの内の誰もイエスを知ることはないのだと言って斥けている

(ユダ福35: 11 17)。しかも，イエスの発言の冒頭には，アーメンが付

され，啓示の言葉であることが強調されている(ユダ福35: 15)。ユダ

の福音書は,神の国の秘儀は正典福音書が主張しているのとは異なり，

十二弟子全体に啓示されず， イスカリオテのユダだけに啓示されてい

るとしている（ユダ福35: 14-27とマタ13: 11 ;マコ4: 11 ;ルカ8:

10を比較せよ)。 この背後にあるグループはイスカリオテのユダに自

己同一しながら， イエスの十二弟子たちに象徴される正統教会に対抗

し， 自分たちのキリスト理解の優越性を主張している。

7． マタ24： 46におけるマカリズム（幸いの宣言）

マタ24: 46 (Q12: 43) における幸いの宣言は， イエスが終末の到

来に備える勧めを語る嘘え話しの中に出て来る （マタ24: 4551 リル

カ12: 41-48)。この伝承はマタイ版もルカ版もほぼ一致している。伝

承の主題は終末を迎える者の姿勢であり，主人の帰りが遅いときに言

いつけを守って相応しい備えをしている忠実で賢い僕と，主人の帰り

が遅いのをいいことに非倫理的な振る舞いをする不忠実な僕が対比さ

れている。終末を迎える主題は黙示的であるが，忠実で賢い僕と不忠

実な僕を対比し，前者に幸いを宣言し，後者に滅びを宣言する語り方

は知恵文学的である。二つの倫理的態度を対照して提示し，前者に幸

いを後者に滅びを宣言することは，知恵文学にしばしば用いられる語

り方である(筬2: 1 22; 3: 21-35; 4: 1019他)。マタイは， この幸
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いの宣言を， イエスが弟子たちに語った終末についての教えの中に置

いたので(24: 1 25: 46),聞き手である弟子たちその聞き手である。

幸いの宣言の本文は,"KcipLog6600入c"KE1'Joc, 6P畝ed)IJ6K6pLOg

αもてOCTOC"pTiOEL TTOLOC!ﾉTcIoijT(,)E (幸いである，主人がやって来た時

にそのようにしていると判明する僕は｡） となっており，最後の2語

(TToLoCﾘT[Ioijて⑩5)の語順の他はルカ版とマタイ版の間に相違はない。

この幸いの宣言において，幸いである状態は主人の帰還に哺えられる

終末の時に判明する。同様に，福音書記者マタイは，直ぐ後に， 10人

の乙女の職えや(マタ25: 1 13)ツタラントンの喰えを配して(25: 31-

46)，終末を迎えるに相応しい信徒の態度を強調している。聞き手は幸

いに達するためには，終末を迎えるに相応しい倫理的態度を維持し続

けなければならないのである。 この幸いの宣言は聞き手である弟子た

ちと,福音書の読者への勧告として機能することが期待されている｡一

部の注解者たちは， この幸いの宣言が管理者的立場にある教会指導者

たちを念頭に置いていると主張する37。しかし，第一福音書全体を見る

と，教会の職務に対する関心は少なく，職務による上下関係よりも，信

徒の平等性の方が強調されているので(23: 8-12), この幸いの宣言も

マタイの教会の信徒全員に向けられていると解すべきであろう3職。

マタイによる福音書24-25章は， イエスが弟子たちに与えた終末に

ついての説話という設定になっている(24: 1-25: 46)。聞き手である

マタイ共同体にとって，終末時に到来する世界の審判者である「人の

子(Ui“て0O&uep(jTou)｣ (24: 27,37,39,44) と「主(KIjPLofS)｣ (24:

37 (Jundry, 495; LuCk, 267

3HLllz, 3.463-465.
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42,45,46,50)は語り手であるイエス自身である39･ このキリスト論的

主張が， イエスの弟子集団であろうとするマタイ共同体の信仰と当時

のユダヤ教の正統派との決定的な相違の一つであった（26： 63-64を

参照)。他方， イエスが弟子たちと共にいるという臨在の思想も，マタ

イによる福音書の初めと(1 : 23),中間と(18: 20),結びに出て来て

いる （28： 16-2())。 イエスは地上の生涯に於いて弟子たちと共にある

一方で(1 : 23),復活後の教会の礼拝に見えない姿で臨在し(18: 20),

委託を受けて世界に出て行って宣教する弟子たちに伴う(28: 16-20)。

マタイ共同体は， 目に見えない姿で今の時に臨在するキリストを信じ

ると共に，終末時の救いの完成を信じて，見える姿でキリストがやっ

て来るのを待ち望み，いつも相応し備えをするように勧められている

のである。

8． 結
△
冊

二
［
口

（1）マタイによる福音書において幸いの宣言を語るのは，ルカによ

る福音書と異なり （ルカl : 45; 11 : 27; 14: 15),専らイエスである

ので,この福音書における幸いの宣言には啓示の言葉の性格が強い。さ

らに，マタイは幸いの宣言の第一次的聞き手をイエスの弟子たちとす

ることによって，弟子性との関連を強調している(特に，マタ5§ 3－12；

13: 16; 16: 17)。弟子たちは天国への帰属が約束され（マタ5: 3,

10),弟子たちには天国の奥義が開示され(13: 16),彼らはイエスの

3'Davies/Al l iH[)'1, 3.388
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メシア性を啓示された者として天国の鍵が授けられる (16: 19)｡

（2）マタイにおける幸いの宣言の一部が， イエスのメシア性につい

て特別な認識を与えられていることや(16: 17),開示された天国の奥

義を理解する能力を与えられていることの幸いに言及していることは

(マタ13: 16), この福音書の幸い理解の主知側面を示している。マタ

イによる福音書において弟子たちは,イエスに従う者であると共に(4写

20,22; 8: 22; 9: 9, 19; IO: 38; 16: 24; 19: 21,27-28), イエスの

教えを聞き(5: 1-2; 13: 16, 18),実践する者である(7: 24-27)。イ

エスの教えを実践する前提として正しい理解が必要であるが，理解は

イエスの言葉を聞くことから自動的に与えられるのではない。弟子た

ちはイエスとの教育的対話の過程を経て， より深い理解に到るのであ

る(13: 36-51; 16: 9-12; 17: 10-13)40．天国の奥義を理解するため

には，彼ら自身の自発的問いとそれに答えるイエスの啓示の言葉が必

要である。

（3）山上の説教に含まれる幸いの宣言は，拡張的傾向が強い。既に，

Qマタイ段階で,Q原本が伝える幸いの宣言に，新に4つの幸いの宣

言（マタ5： 5， 7， 8， 9）を付け加え，マタイによる編集段階で， さら

に1つの幸いの宣言(マタ5： 10）を付加した結果，全体として9重の

幸いの宣言が形成されることとなった｡付け加えられた幸いの宣言は，

幸いとされる者の生きる姿勢を問題にしており，倫理的性格が強い。

（4）マカリズムという旧約聖書に由来する文学形式は，ユダヤ教で

も初期キリスト教でも広範に用いられる。初期ユダヤ教や初期キリス

4．ULuz# &:DieJUnger imMatthausevangelium, ' 'ZIVW62 (1971) 149は， こ
の点を強調する。
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卜教のマカリズムは文体的にも内容的にも非常に多様であり， それぞ

れのマカリズムはそれを形成し，担った集団の宗教観を反映してそれ

ぞれ他とは異なる特色を備えている｡マタ16: 17おいてペトロに与え

られているマカリズム（幸いの宣言）は， マタイ共同体が持つキリス

ト論的認識の正当性を正統ユダヤ教に対して主張する意味がある。 こ

れとは対照的に，グノーシス派が生み出したマリアによる福音書やバ

ルトロマイによる福音書のマカリズムは（マリ福10: 14 15;バル福

l : 8),キリスト教内の正統教会に対して非正統のグループが自分たち

の信仰理解の正当性を主張している。特に，マリアによる福音書は,ペ

トロとマグダラのマリアを弟子たちの中で競合する関係として捉え，

ペトロではなくマリアの方に幸いの宣言がなされたとする。幸いの宣

言という文学形式を援用して自分たちのグループの信仰認識の正当性

を主張することにおいて両者は一致しているが，特別な啓示の受領者

を誰とするかということでマタイ福音書と非正統なグループとの態度

が分かれているのである。
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